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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成29年8月31日(2017.8.31)

【公表番号】特表2016-533740(P2016-533740A)
【公表日】平成28年11月4日(2016.11.4)
【年通号数】公開・登録公報2016-062
【出願番号】特願2016-531774(P2016-531774)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ   9/24     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/02     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/34     (2006.01)
   Ｃ１１Ｄ   3/386    (2006.01)
   Ａ２３Ｋ  20/189    (2016.01)
   Ａ２３Ｋ  20/153    (2016.01)
   Ａ２３Ｋ  20/147    (2016.01)
   Ａ２３Ｋ  20/142    (2016.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ    9/24     ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ
   Ｃ１２Ｎ    1/15     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/21     　　　　
   Ｃ１２Ｐ   21/02     　　　Ｃ
   Ｃ１２Ｑ    1/34     　　　　
   Ｃ１１Ｄ    3/386    　　　　
   Ａ２３Ｋ   20/189    　　　　
   Ａ２３Ｋ   20/153    　　　　
   Ａ２３Ｋ   20/147    　　　　
   Ａ２３Ｋ   20/142    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年7月24日(2017.7.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  親グリコシルヒドロラーゼ６１（ＧＨ６１）酵素の変異体であって、セルラーゼ強化活
性を有し、配列番号３と少なくとも８０％の配列同一性を有し、かつ、前記親ＧＨ６１酵
素に比べて、（ａ）発現、（ｂ）熱安定性及び／又はＴｍ、（ｃ）全加水分解物希釈酸前
処理トウモロコシ茎葉（ｗｈＰＣＳ）の加水分解アッセイでの性能、（ｆ）希釈アンモニ
ア前処理トウモロコシ茎葉（ｄａＣＳ）加水分解アッセイでの性能、から選択される少な
くとも１つの改善された特性を有する、変異体。
【請求項２】
  前記変異体が、Ｔ２８７、Ｗ１３、Ｌ２８８、Ｐ１９、Ｔ２０、Ｐ２９、Ａ３７、Ｌ３
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９、Ｄ４７、Ａ４８、Ｓ６８、Ｔ１０７、Ｓ１２１、Ｇ１２２、Ｔ１２７、Ｓ１６４、Ｇ
１６６、Ｑ１６７、Ａ１６８、Ｎ２１６、Ｉ２１８、Ｉ２１９、Ｖ２２４、Ｔ２８９、Ｙ
２９１、Ｓ２９７、Ｔ３０３、Ｒ３０４、Ａ３０６、Ｐ３０８、Ｓ３１２、Ｔ３１３、Ｎ
３１５、Ｙ３１７、Ｙ３１８、Ｎ５、Ｉ７、Ｖ１２、Ｑ１５、Ｔ２１、Ｆ２２、Ｓ２６、
Ｐ２８、Ｖ３２、Ｇ３３、Ｔ３５、Ａ３６、Ｎ４１、Ｑ５０、Ｎ５１、Ｋ５８、Ｎ５９、
Ｖ８０、Ｐ８９、Ｔ１０８、Ｇ１１６、Ｌ１２０、Ｇ１２３、Ｖ１３２、Ｓ１３５、Ｎ１
４７、Ａ１６１、Ａ１８１、Ｓ１８３、Ｓ１８５、Ｑ１８９、Ｇ１９５、Ｔ１９６、Ｈ２
００、Ａ２０１、Ｔ２０２、Ｉ２０８、Ｐ２２２、Ｔ２２３、Ｓ２２６、Ｓ２３１、Ｇ２
３５、Ｌ２９０、Ｇ２９５、Ｇ２９６、Ｇ２９８、Ｙ２９９、Ｓ３００、Ｇ３０１、Ｐ３
０２、Ｐ３０７、Ａ３０９、Ｔ３１０、Ｐ３１６、Ａ３１９、Ｌ３２２、Ｉ４、Ｉ９、Ｎ
１０、Ｐ２３、Ｙ２４、Ｅ２５、Ｎ２７、Ｄ３８、Ｆ４３、Ｖ４４、Ｙ４９、Ｐ５２、Ｉ
５４、Ｔ６１、Ｎ６２、Ｋ６４、Ｖ６９、Ｋ７０、Ａ７１、Ｉ９０、Ｖ９１、Ｎ９６、Ｎ
９８、Ｄ１００、Ｔ１０３、Ｅ１１０、Ｖ１１７、Ｌ１１９、Ｄ１２４、Ｐ１２５、Ｇ１
２６、Ｖ１４１、Ｄ１４６、Ａ１４９、Ｉ１６０、Ｈ１６３、Ａ１７１、Ｎ１７３、Ｐ１
７５、Ｉ１８０、Ｓ１８７、Ｌ１８８、Ｓ１９１、Ｌ１９４、Ｄ１９７、Ｐ２０４、Ｖ２
０６、Ｌ２０７、Ｎ２０９、Ｙ２１１、Ｓ２１３、Ｐ２１４、Ｙ２１７、Ｔ２３０、Ｖ２
３２、Ａ２３３、Ｇ２９２、Ｑ２９３、Ｑ３２０、及びＮ３２３からなる群から選択され
る位置に少なくとも１つのアミノ酸置換を含み、各アミノ酸置換の前記位置が配列番号３
に対応している、請求項１に記載の変異体。
【請求項３】
  前記変異体が、
  Ｈ、Ａ、Ｆ、Ｇ、Ｓ、及びＩからなる群から選択される、位置Ｔ２８７のアミノ酸置換
；Ｇ、Ｌ、Ｎ、Ｒ、Ｔ、Ｖ、Ｆ、Ｑ、Ｙ、Ａ、Ｅ、Ｉ、Ｋ、及びＭからなる群から選択さ
れる、位置Ｗ１３のアミノ酸置換；Ｅ、Ｆ、Ｇ、Ｉ、Ｋ、Ｍ、Ｎ、Ｒ、Ｓ、Ｔ、Ａ、Ｃ、
Ｄ、Ｖ、及びＷからなる群から選択される、位置Ｌ２８８のアミノ酸置換；Ｆ、Ｍ、Ｅ、
Ｈ、Ｑ、Ｔ、Ｋ、及びＷからなる群から選択される、位置Ｐ１９のアミノ酸置換；Ｋ、Ｐ
、Ｇ、Ｍ、Ｒ、Ｙ、Ａ、及びＮからなる群から選択される、位置Ｔ２０のアミノ酸置換；
Ｃ、Ｅ、Ｆ、Ｋ、Ｔ、Ｙ  Ｄ、Ｇ、Ｍ、Ｒ、及びＳからなる群から選択される、位置Ｐ２
９のアミノ酸置換；Ｄ、Ｓ、Ｅ、Ｌ、Ｗ、Ｆ、Ｋ、及びＱからなる群から選択される、位
置Ａ３７のアミノ酸置換；Ａ、Ｄ、Ｅ、Ｍ、Ｔ、Ｙ、Ｆ、Ｉ、Ｎ、Ｐ、Ｑ、Ｓ、及びＶか
らなる群から選択される、位置Ｌ３９のアミノ酸置換；Ａ、Ｋ、Ｔ、Ｈ、Ｒ、Ｐ、及びＷ
からなる群から選択される、位置Ｄ４７のアミノ酸置換；Ｃ、Ｅ、Ｇ、Ｋ、Ｌ、Ｎ、Ｔ、
Ｙ、Ｑ、Ｗ、Ｈ、Ｉ、及びＳからなる群から選択される、位置Ａ４８のアミノ酸置換；Ｅ
、Ｉ、Ｌ、Ｍ、Ｎ、Ｔ、Ｖ、及びＹからなる群から選択される、位置Ｓ６８のアミノ酸置
換；Ａ、Ｄ、Ｅ、Ｋ、Ｍ、Ｒ、Ｓ、及びＧからなる群から選択される、位置Ｔ１０７のア
ミノ酸置換；Ｅ、Ｆ、Ｎ、Ｔ、Ｃ、Ｌ、Ｖ、Ｄ、Ｇ、Ｋ、Ｍ、及びＹからなる群から選択
される、位置Ｓ１２１のアミノ酸置換；Ｅ、Ｎ、Ｓ、Ｖ、Ａ、Ｍ、Ｔ、Ｆ、及びＬからな
る群から選択される、位置Ｇ１２２のアミノ酸置換；Ａ、Ｅ、Ｆ、Ｉ、Ｌ、Ｍ、Ｖ、Ｗ、
及びＹからなる群から選択される、位置Ｔ１２７のアミノ酸置換；Ａ、Ｄ、Ｅ、Ｇ、Ｋ、
Ｌ、Ｍ、Ｑ、Ｒ、Ｖ、及びＹからなる群から選択される、位置Ｓ１６４のアミノ酸置換；
Ａ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｈ、Ｋ、Ｍ、Ｎ、Ｑ、及びＳからなる群から選択される、位置Ｇ１６６
のアミノ酸置換；Ｅ、Ａ、Ｄ、Ｆ、Ｇ、Ｋ、Ｌ、Ｎ、Ｒ、Ｖ、及びＹからなる群から選択
される、位置Ｑ１６７のアミノ酸置換；Ｅ、Ｍ、Ｄ、Ｆ、Ｉ、Ｌ、Ｎ、Ｐ、Ｑ、Ｒ、Ｔ、
及びＹからなる群から選択される、位置Ａ１６８のアミノ酸置換；Ｄ、Ｑ、Ｔ、Ｋ、及び
Ｐからなる群から選択される、位置Ｎ２１６のアミノ酸置換；Ｔ、Ａ、Ｄ、Ｅ、Ｋ、Ｍ、
Ｎ、Ｐ、Ｓ、及びＶからなる群から選択される、位置Ｉ２１８のアミノ酸置換；Ｍ、Ａ、
Ｄ、Ｌ、Ｎ、Ｐ、及びＱからなる群から選択される、位置Ｉ２１９のアミノ酸置換；Ｑ、
Ｉ、Ａ、Ｅ、Ｎ、Ｐ、Ｓ、及びＴからなる群から選択される、位置Ｖ２２４のアミノ酸置
換；Ａ、Ｄ、Ｋ、Ｌ、Ｍ、Ｒ、及びＳからなる群から選択される、位置Ｔ２８９のアミノ
酸置換；Ａ、Ｆ、Ｇ、Ｉ、Ｋ、Ｌ、Ｍ、Ｎ、Ｒ、Ｓ、Ｖ、Ｗ、Ｄ、及びＥからなる群から
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選択される、位置Ｙ２９１のアミノ酸置換；Ｄ、Ｅ、Ｋ、Ｎ、Ｑ、Ｒ、及びＴからなる群
から選択される、位置Ｓ２９７のアミノ酸置換；Ｋ、Ｍ、Ｐ、Ｒ、Ｓ、Ｖ、及びＹからな
る群から選択される、位置Ｔ３０３のアミノ酸置換；Ａ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｎ、Ｑ、Ｔ、及び
Ｖからなる群から選択される、位置Ｒ３０４のアミノ酸置換；Ｅ、Ｆ、Ｇ、Ｉ、Ｋ、Ｌ、
Ｍ、Ｑ、Ｔ、及びＹからなる群から選択される、位置Ａ３０６のアミノ酸置換；Ａ、Ｇ、
Ｈ、Ｉ、Ｋ、Ｌ、Ｑ、Ｒ、Ｓ、Ｔ、Ｖ、Ｗ、及びＹからなる群から選択される、位置Ｐ３
０８のアミノ酸置換；Ｑ、Ｆ、Ｇ、Ｉ、Ｋ、Ｌ、Ｍ、Ｎ、Ｔ、Ｖ、Ｄ、Ｒ、及びＹからな
る群から選択される、位置Ｓ３１２のアミノ酸置換；Ｓ、Ｄ、Ｇ、Ｌ、Ｐ、Ｖ、Ｅ、Ｆ、
Ｉ、Ｋ、Ｍ、及びＹからなる群から選択される、位置Ｔ３１３のアミノ酸置換；Ｓ、Ｈ、
Ｌ、Ｑ、Ｒ、Ｖ、Ｙ、Ｅ、Ｋ、及びＭからなる群から選択される、位置Ｎ３１５のアミノ
酸置換；Ｑ、Ｓ、Ｖ、Ｒ、Ｅ、Ｇ、Ｌ、Ｍ、Ｐ、及びＴからなる群から選択される、位置
Ｙ３１７のアミノ酸置換；Ｙ３１８Ｔアミノ酸置換；Ａ、Ｄ、Ｇ、及びＳからなる群から
選択される、位置Ｎ５のアミノ酸置換；Ｌ、Ｍ、及びＶからなる群から選択される、位置
Ｉ７のアミノ酸置換；Ｍ及びＴからなる群から選択される、位置Ｖ１２のアミノ酸置換；
Ｈ、Ｋ、及びＤからなる群から選択される、位置Ｑ１５のアミノ酸置換；Ｉ、Ｋ、Ｍ、及
びＳからなる群から選択される、位置Ｔ２１のアミノ酸置換；Ｋ、Ｉ、Ｌ、及びＲからな
る群から選択される、位置Ｆ２２のアミノ酸置換；Ｍ、Ｐ、及びＴからなる群から選択さ
れる、位置Ｓ２６のアミノ酸置換；Ｍ、Ｓ、及びＶからなる群から選択される、位置Ｐ２
８のアミノ酸置換；Ａ及びＰからなる群から選択される、位置Ｖ３２のアミノ酸置換；Ｑ
、Ａ、及びＳからなる群から選択される、位置Ｇ３３のアミノ酸置換；Ａ、Ｄ、Ｅ、Ｋ、
Ｎ、及びＳからなる群から選択される、位置Ｔ３５のアミノ酸置換；Ｔ、Ｉ、Ｎ、Ｓ、及
びＹからなる群から選択される、位置Ａ３６のアミノ酸置換；Ｄ、Ｅ、Ｌ、及びＭからな
る群から選択される、位置Ｎ４１のアミノ酸置換；Ａ、Ｔ、Ｙ、Ｄ、Ｅ、及びＫからなる
群から選択される、位置Ｑ５０のアミノ酸置換；Ｓ、Ｅ、Ｈ、Ｋ、Ｌ、及びＴからなる群
から選択される、位置Ｎ５１のアミノ酸置換；Ｉ、Ｒ、及びＶからなる群から選択される
、位置Ｋ５８のアミノ酸置換；Ｇ、Ｅ、Ｑ、及びＳからなる群から選択される、位置Ｎ５
９のアミノ酸置換；Ａ、Ｅ、Ｌ、及びＭからなる群から選択される、位置Ｖ８０のアミノ
酸置換；Ｔ、Ｓ、Ｖ、及びＬからなる群から選択される、位置Ｐ８９のアミノ酸置換；Ａ
、Ｑ、Ｒ、及びＳからなる群から選択される、位置Ｔ１０８のアミノ酸置換；Ｈ、Ｑ、及
びＳからなる群から選択される、位置Ｇ１１６のアミノ酸置換；Ｖ、Ｔ、Ｉ、及びＳから
なる群から選択される、位置Ｌ１２０のアミノ酸置換；Ｅ、Ｑ、及びＲからなる群から選
択される、位置Ｇ１２３のアミノ酸置換；Ｄ、Ｅ、Ｍ、及びＲからなる群から選択される
、位置Ｖ１３２のアミノ酸置換；Ａ、Ｅ、Ｇ、Ｈ、Ｍ、及びＮからなる群から選択される
、位置Ｓ１３５のアミノ酸置換；Ｅ、Ｍ、Ｓ、及びＴからなる群から選択される、位置Ｎ
１４７のアミノ酸置換；Ｅ、Ｇ、Ｌ、及びＳからなる群から選択される、位置Ａ１６１の
アミノ酸置換；Ｋ、Ｎ、及びＲからなる群から選択される、位置Ａ１８１のアミノ酸置換
；Ｅ、Ｋ、Ｎ、及びＴからなる群から選択される、位置Ｓ１８３のアミノ酸置換；Ｄ、Ｇ
、及びＴからなる群から選択される、位置Ｓ１８５のアミノ酸置換；Ｅ、Ｌ、Ｍ、Ｒ、Ｇ
、及びＴからなる群から選択される、位置Ｑ１８９のアミノ酸置換；Ａ、Ｅ、及びＳから
なる群から選択される、位置Ｇ１９５のアミノ酸置換；Ｈ、Ｙ、及びＲからなる群から選
択される、位置Ｔ１９６のアミノ酸置換；Ｒ、Ａ、Ｑ、及びＳからなる群から選択される
、位置Ｈ２００のアミノ酸置換；Ｐ、Ｋ、及びＱからなる群から選択される、位置Ａ２０
１のアミノ酸置換；Ｓ、Ｅ、及びＱからなる群から選択される、位置Ｔ２０２のアミノ酸
置換；Ｆ、Ｌ、及びＶからなる群から選択される、位置Ｉ２０８のアミノ酸置換；Ｄ及び
Ｇからなる群から選択される、位置Ｐ２２２のアミノ酸置換；Ｓ、Ｅ、及びＱからなる群
から選択される、位置Ｔ２２３のアミノ酸置換；Ｄ、Ｇ、Ｋ、Ｍ、Ｐ、及びＱからなる群
から選択される、位置Ｓ２２６のアミノ酸置換；Ｃ及びＩからなる群から選択される、位
置Ｓ２３１のアミノ酸置換；Ａ、Ｆ、Ｉ、Ｍ、Ｎ、Ｑ、Ｖからなる群から選択される、位
置Ｇ２３５のアミノ酸置換；Ｋ、Ｍ、及びＴからなる群から選択される、位置Ｌ２９０の
アミノ酸置換；Ａ、Ｆ、Ｈ、Ｑ、及びＲからなる群から選択される、位置Ｇ２９５のアミ
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ノ酸置換；Ａ及びＭからなる群から選択される、位置Ｇ２９６のアミノ酸置換；Ｋ、Ａ、
Ｉ、Ｎ、及びＱからなる群から選択される、位置Ｇ２９８のアミノ酸置換；Ｎ、Ｓ、Ｆ、
及びＰからなる群から選択される、位置Ｙ２９９のアミノ酸置換；Ｆ、Ｌ、Ｎ、Ｔ、及び
Ｑからなる群から選択される、位置Ｓ３００のアミノ酸置換；Ｄ、Ｓ、及びＹからなる群
から選択される、位置Ｇ３０１のアミノ酸置換；Ｇ、Ｌ、Ｔ、Ｖ、Ｙ、及びＦからなる群
から選択される、位置Ｐ３０２のアミノ酸置換；Ａ、Ｆ、Ｈ、Ｌ、及びＶからなる群から
選択される、位置Ｐ３０７のアミノ酸置換；Ｉ、Ｋ、Ｒ、Ｔ、Ｖ、及びＹからなる群から
選択される、位置Ａ３０９のアミノ酸置換；Ｌ、Ｍ、Ｑ、Ｓ、及びＷからなる群から選択
される、位置Ｔ３１０のアミノ酸置換；Ｄ、Ｎ、Ｒ、及びＴからなる群から選択される、
位置Ｐ３１６のアミノ酸置換；Ｑ、Ｗ、Ｄ、Ｆ、及びＳからなる群から選択される、位置
Ａ３１９のアミノ酸置換；Ａ、Ｅ、Ｓ、Ｔ、及びＶからなる群から選択される、位置Ｌ３
２２のアミノ酸置換；Ｖ及びＴからなる群から選択される、位置Ｉ４のアミノ酸置換；Ｖ
及びＡからなる群から選択される、位置Ｉ９のアミノ酸置換；Ｎ１０Ｄアミノ酸置換；Ｐ
２３Ｇアミノ酸置換；Ｙ２４Ｔアミノ酸置換；Ｎ及びＱからなる群から選択される、位置
Ｅ２５のアミノ酸置換；Ｎ２７Ｅアミノ酸置換；Ｅ及びＮからなる群から選択される、位
置Ｄ３８のアミノ酸置換；Ｆ４３Ｙアミノ酸置換；Ｖ４４Ｉアミノ酸置換；Ｙ４９Ｗアミ
ノ酸置換；Ａ及びＮからなる群から選択される、位置Ｐ５２のアミノ酸置換；Ｑ及びＥか
らなる群から選択される、位置Ｉ５４のアミノ酸置換；Ｑ及びＳからなる群から選択され
る、位置Ｔ６１のアミノ酸置換；Ｎ６２Ｐアミノ酸置換；Ａ及びＱからなる群から選択さ
れる、位置Ｋ６４のアミノ酸置換；Ｖ６９Ｙアミノ酸置換；Ｋ７０Ｒアミノ酸置換；Ｙ及
びＰからなる群から選択される、位置Ａ７１のアミノ酸置換；Ｉ９０Ｖアミノ酸置換；Ｌ
及びＩからなる群から選択される、位置Ｖ９１のアミノ酸置換；Ａ及びＳからなる群から
選択される、位置Ｎ９６のアミノ酸置換；Ｎ９８Ｈアミノ酸置換；Ｐ及びＳからなる群か
ら選択される、位置Ｄ１００のアミノ酸置換；Ｔ１０３Ａアミノ酸置換；Ｅ１１０Ｋアミ
ノ酸置換；Ｖ１１７Ａアミノ酸置換；Ｎ及びＴからなる群から選択される、位置Ｌ１１９
のアミノ酸置換；Ｄ１２４Ｎアミノ酸置換；Ｐ１２５Ｄアミノ酸置換；Ｍ及びＱからなる
群から選択される、位置Ｇ１２６のアミノ酸置換；Ｖ１４１Ｔアミノ酸置換；Ｄ１４６Ｅ
アミノ酸置換；Ａ１４９Ｅアミノ酸置換；Ｆ及びＭからなる群から選択される、位置Ｉ１
６０のアミノ酸置換；Ｈ１６３Ａアミノ酸置換；Ａ１７１Ｔアミノ酸置換；Ｎ１７３Ｈア
ミノ酸置換；Ｐ１７５Ｆアミノ酸置換；Ｉ１８０Ｌアミノ酸置換；Ａ及びＤからなる群か
ら選択される、位置Ｓ１８７のアミノ酸置換；Ａ及びＤからなる群から選択される、位置
Ｌ１８８のアミノ酸置換；Ｓ１９１Ｄアミノ酸置換；Ｄ及びＭからなる群から選択される
、位置Ｌ１９４のアミノ酸置換；Ａ及びＶからなる群から選択される、位置Ｄ１９７のア
ミノ酸置換；Ｐ２０４Ａアミノ酸置換；Ｖ２０６Ｉアミノ酸置換；Ｌ２０７Ｆアミノ酸置
換；Ｎ２０９Ｄアミノ酸置換；Ｙ２１１Ａアミノ酸置換；Ｓ２１３Ｔアミノ酸置換；Ｐ２
１４Ｓアミノ酸置換；Ｙ２１７Ｈアミノ酸置換；Ｔ２３０Ｓアミノ酸置換；Ｆ及びＹから
なる群から選択される、位置Ｖ２３２のアミノ酸置換；Ｆ及びＳからなる群から選択され
る、位置Ａ２３３のアミノ酸置換；Ｄ及びＫからなる群から選択される、位置Ｇ２９２の
アミノ酸置換；Ｋ及びＰからなる群から選択される、位置Ｑ２９３のアミノ酸置換；Ｑ３
２０Ｒアミノ酸置換；及びＮ３２３Ｖアミノ酸置換のうちの１つ又は２つ以上を含む、請
求項１又は２に記載の変異体。
【請求項４】
  前記変異体が、１～１０個のアミノ酸置換を含む、請求項１～３のいずれか一項に記載
の変異体。
【請求項５】
  前記変異体が、コンビナトリアル変異体である、請求項４に記載の変異体。
【請求項６】
  前記親ＧＨ６１ポリペプチドが、真菌グリコシルヒドロラーゼ６１ａ（ＧＨ６１Ａ）で
ある、請求項１～５のいずれか一項に記載の変異体。
【請求項７】
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  前記真菌ＧＨ６１Ａが、ヒポクレア  ジェコリーナ（Ｈｙｐｏｃｒｅａ  ｊｅｃｏｒｉ
ｎａ）、ヒポクレア  ルーファ（Ｈｙｐｏｃｒｅａ  ｒｕｆａ）、ヒポクレア  オリエン
タリス（Ｈｙｐｏｃｒｅａ  ｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ）、ヒポクレア  アトロビリディス（
Ｈｙｐｏｃｒｅａ  ａｔｒｏｖｉｒｉｄｉｓ）、ヒポクレア  ビレンス（Ｈｙｐｏｃｒｅ
ａ  ｖｉｒｅｎｓ）、エメリセラ  ニヂュランス（Ｅｍｅｒｉｃｅｌｌａ  ｎｉｄｕｌａ
ｎｓ）、アスペルギルス  テレウス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ  ｔｅｒｒｅｕｓ）、アス
ペルギルス  オリザエ（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ  ｏｒｙｚａｅ）、アスペルギルス  ニ
ガー（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ  ｎｉｇｅｒ）、アスペルギルス  カワチ（Ａｓｐｅｒｇ
ｉｌｌｕｓ  ｋａｗａｃｈｉｉ）、アスペルギルス  フラーブス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕ
ｓ  ｆｌａｖｕｓ）、アスペルギルス  クラバタス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ  ｃｌａｖ
ａｔｕｓ）、ゴウマノマイセス  グラミニス（Ｇａｅｕｍａｎｎｏｍｙｃｅｓ  ｇｒａｍ
ｉｎｉｓ）、トリコデルマ  サツニスポラム（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ  ｓａｔｕｒｎｉ
ｓｐｏｒｕｍ）、ニューロスポラ  テトラスペルマ（Ｎｅｕｒｏｓｐｏｒａ  ｔｅｔｒａ
ｓｐｅｒｍａ）、ニューロスポラ  クラッサ（Ｎｅｕｒｏｓｐｏｒａ  ｃｒａｓｓａ）、
ネオサルトリア  フミゲート（Ｎｅｏｓａｒｔｏｒｙａ  ｆｕｍｉｇａｔｅ）、ネオサル
トリア  フィシェリ（Ｎｅｏｓａｒｔｏｒｙａ  ｆｉｓｃｈｅｒｉ）、シエラビア  テレ
ストリス（Ｔｈｉｅｌａｖｉａ  ｔｅｒｒｅｓｔｒｉｓ）、タラロマイセス属（Ｔａｌａ
ｒｏｍｙｃｅｓ  ｓｐ．）、スポロトリクム属（Ｓｐｏｒｏｔｒｉｃｕｍ  ｓｐ．）、及
びシエラビア  ヘテロタリック（Ｔｈｉｅｌａｖｉａ  ｈｅｔｅｒｏｔｈａｌｌｉｃａ）
由来である、請求項６に記載の変異体。
【請求項８】
  前記変異体が、配列番号３との少なくとも９０％の配列同一性を有する、請求項１～７
のいずれか一項に記載の変異体。
【請求項９】
  前記変異体が、配列番号３との少なくとも９５％の配列同一性を有する、請求項１～８
のいずれか一項に記載の変異体。
【請求項１０】
  請求項１～９のいずれか一項に記載の親ＧＨ６１ポリペプチドの変異体をエンコードす
るポリヌクレオチド配列を含む、ポリヌクレオチド。
【請求項１１】
  請求項１０に記載のポリヌクレオチドを含むベクターであって、前記ベクターが発現ベ
クターである、ベクター。
【請求項１２】
  請求項１０に記載のポリヌクレオチドを含む宿主細胞であって、前記宿主細胞が真菌細
胞又は細菌細胞である、宿主細胞。
【請求項１３】
  前記真菌細胞が、トリコデルマ  レーシ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ  ｒｅｅｓｅｉ）、
トリコデルマ  ロンギブラキアタム（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ  ｌｏｎｇｉｂｒａｃｈｉ
ａｔｕｍ）、トリコデルマ  ビリデ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ  ｖｉｒｉｄｅ）、トリコ
デルマ  コニンギ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ  ｋｏｎｉｎｇｉｉ）、トリコデルマ  ハル
ジアナム（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ  ｈａｒｚｉａｎｕｍ）、ペニシリウム（Ｐｅｎｉｃ
ｉｌｌｉｕｍ）、フミコーラ（Ｈｕｍｉｃｏｌａ）、フミコーラ  インソレンス（Ｈｕｍ
ｉｃｏｌａ  ｉｎｓｏｌｅｎｓ）、フミコーラ  グリセア（Ｈｕｍｉｃｏｌａ  ｇｒｉｓ
ｅａ）、クリソスポリウム（Ｃｈｒｙｓｏｓｐｏｒｉｕｍ）、クリソスポリウム  ラクノ
ウエンス（Ｃｈｒｙｓｏｓｐｏｒｉｕｍ  ｌｕｃｋｎｏｗｅｎｓｅ）、ミセリオフトラ  
サーモフィラ（Ｍｙｃｅｌｉｏｐｈｔｈｏｒａ  ｔｈｅｒｍｏｐｈｉｌｉａ）、グリオク
ラジウム（Ｇｌｉｏｃｌａｄｉｕｍ）、アスペルギルス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ）、フ
ザリウム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ）、ニューロスポラ（Ｎｅｕｒｏｓｐｏｒａ）、ヒポクレア
（Ｈｙｐｏｃｒｅａ）、エメリセラ（Ｅｍｅｒｉｃｅｌｌａ）、アスペルギルス  ニガー
（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ  ｎｉｇｅｒ）、アスペルギルス  アワモリ（Ａｓｐｅｒｇｉ
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ｌｌｕｓ  ａｗａｍｏｒｉ）、アスペルギルス  アクレタス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ  
ａｃｕｌｅａｔｕｓ）、及びアスペルギルス  ニヂュランス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ  
ｎｉｄｕｌａｎｓ）からなる群から選択される糸状菌細胞である、請求項１２に記載の宿
主細胞。
【請求項１４】
  請求項１２に記載の宿主細胞を、前記変異体を産生するのに好適な条件下で、好適な培
地において培養する工程を含む、変異体ＧＨ６１ポリペプチドの産生方法。
【請求項１５】
  請求項１～９のいずれか一項に記載のＧＨ６１変異体を含む組成物であって、前記組成
物が、洗剤、動物飼料、飼料添加剤、及び細胞培養上清からなる群から選択される、組成
物。
【請求項１６】
  セルロース性基質を加水分解する方法であって、前記基質を、請求項１～９のいずれか
一項に記載の変異体ＧＨ６１ポリペプチドと接触させる工程を含む、方法。
【請求項１７】
　エタノールを産生する方法であって、セルロース性基質を、請求項１～９のいずれか一
項に記載の変異体ＧＨ６１ポリペプチドと接触させる工程を含む、方法。
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